
一

は
じ
め
に

令
和
に
生
き
る
者
か
ら
万
葉
集
を
捉
え
る
時
、
大
伴
旅
人
と
山
上
憶

良
を
中
心
と
す
る
人
々
が
活
躍
し
た
空
間
を
、
筑
紫
文
化
圏
と
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
規
模
に
違
い
は
あ
る
が
、
同
様
に
大
伴
家
持
を
主
に
大

伴
池
主
や
久
米
広
縄
が
活
躍
す
る
文
芸
空
間
を
越
中
文
化
圏
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
中
央
に
居
た
官
人
大
伴
家
持
の
一
面
は
、
後

期
万
葉
時
代
の
中
心
的
な
歌
人
で
あ
り
、
越
中
文
化
圏
の
中
の
中
核
的

存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
万
葉
集
の
編
纂
者
で
あ
っ
た
。

そ
の
越
中
守
時
代
の
歌
人
家
持
に
注
目
す
る
時
、
歌
友
と
し
て
ま
ず

大
伴
池
主
が
挙
げ
ら
れ
る
。
家
持
が
歌
人
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
掾
と
し
て
す
で
に
着
任
し
て
い
た
大
伴
池

主
の
存
在
が
多
大
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
父
大
伴
旅
人

に
山
上
憶
良
が
居
た
の
と
類
似
す
る
。
た
だ
し
、
池
主
の
後
任
に
は
久

米
広
縄
が
居
た
の
で
あ
り
、
そ
の
存
在
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

広
縄
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

｢

久
米
広
縄
と
そ
の
交
友
―

｢

ほ
と
と

ぎ
す｣

と

｢

ど
ち｣

を
中
心
に

(

１)｣

に
て
中
国
詩
文
に
影
響
を
受
け
た
交

友
に
触
れ
、｢

大
伴
家
持
の
歌
学
と
作
品
―
春
愁
三
首
の
左
注
と
歌
―

(

２)｣

に
て
、
交
友
関
係
や
家
持
た
ち
の
歌
学
に
つ
い
て
触
れ
て
、
二
人
の
文

芸
空
間
の
背
景
に
は
中
国
詩
文
の
受
容
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
峙
し
た

和
歌
作
品
制
作
が
あ
り
、
そ
の
様
子
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
越
中
守
時
代
の
最
終
に
目
を
向
け
、
大
伴
家
持
が
少
納

言
と
し
て
帰
京
す
る
の
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
歌
群
、
家
持
と
広
縄
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と
に
よ
る
離
別
を
根
底
に
置
く
餞
宴
で
の
歌
群(

�
四
二
四
八
〜
五
三)

を
対
象
に
す
る
。
こ
の
餞
宴
歌
群
の
背
後
に
は
池
主
の
存
在
も
あ
っ
た
。

こ
の
帰
京
時
の
歌
群
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
山
�
健
司
の

｢

越
中
時

代
の
歌
群

(

３)｣
に
言
及
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
帰
京
の
途
次
に
立

ち
寄
っ
た
越
前
国
の
池
主
の
館
で
の
餞
宴
以
後
も
視
野
に
入
れ
、
都
ま

で
の
途
次
に
て
詠
出
さ
れ
た
二
種
の
歌

(

�
四
二
五
四
・
五
五
、
�
四

二
五
六)

も
歌
群
に
含
め
て
言
及
す
る
が
、
二
種
は
京
に
居
住
す
る
天

皇
と
諸
兄
を
意
識
し
順
次
制
作
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
餞
宴
に
目
を
向
け

る
本
稿
と
は
立
場
が
異
な
る
。

本
稿
と
同
じ
当
該
餞
宴
歌
群
に
対
し
て
は
、
松
田
聡
の

｢

万
葉
集
の

餞
宴
の
歌
―
家
持
送
別
の
宴
を
中
心
と
し
て
―

(

４)｣
の
言
及
が
あ
る
。
餞

宴
の
当
該
歌
群
に
対
し
て
漢
籍
受
容
を
指
摘
す
る
論
究
で
あ
る
。
松
田

論
は
当
該
歌
群
が
餞
宴
歌
と
し
て
は
一
般
的
で
な
い
と
し
、
季
節
の
風

物
を
共
有
し
交
友
の
情
を
尽
く
す
と
い
う
漢
詩
文
の
伝
統
的
な
発
想
が
、

旅
人
と
そ
の
周
辺
の
人
々
に
よ
っ
て
和
歌
世
界
に
応
用
さ
れ
、
家
持
も

そ
れ
を
継
承
し
当
該
歌
群
に
至
っ
た
と
指
摘
す
る
。
越
中
時
代
の
家
持

や
池
主
た
ち
は
、
中
国
文
学
を
明
確
に
意
識
し
漢
籍
受
容
を
図
り
、
和

漢
融
合
を
利
用
し
て
新
作
品
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
の
で
首

肯
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
漢
詩
文
の
影
響
も
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
新
作
品
の
具
体

的
な
有
り
様
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

二

久
米
広
縄

久
米
広
縄
は
、
天
平
二
十

(

七
四
八)

年
三
月
以
前
に
、
越
前
掾
と

し
て
転
出
し
た
大
伴
池
主
の
後
任
の
掾
と
し
て
着
任
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
諸
兄
の
使
人
田
辺
福
麻
呂
の
越
中
国
来
訪
で
は
、
自
ら
の
館
で
歓

迎
の
宴
席
を
設
け
て
い
る
。
池
主
の
転
出
後
、
家
持
の
下
僚
と
し
て
仕

え
、
家
持
の
広
縄
が
朝
集
使
の
任
を
終
え
本
任
に
帰
っ
た
時
の
歓
迎
歌

(

�
四
一
一
六
・
一
七)

や
、
や
は
り
家
持
の
広
縄
に
贈
っ
た

｢

霍
公

鳥
怨
恨
歌

(

�
四
二
〇
七
〜
八)

な
ど
か
ら
、
公
私
に
わ
た
っ
て
交
友

を
深
め
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

広
縄
の
閲
歴
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
諸
説

(

５)

が
注
意
す
る
よ
う
に
、

『

正
倉
院
文
書』

の
天
平
十
七
年
四
月
二
十
一
日
の

｢

佐
馬
寮
移｣

に
、

｢
少
し
よ
う

允
じ
よ
う

従
七
位
上
久
米
朝
臣
廣
縄｣

と
し
て
広
縄
の
記
録
が
あ
る
。

広
縄
の
作
品
は
、

巻
十
八

｢

短
歌
二
首｣

(

四
〇
五
〇
、
四
〇
五
三)

巻
十
九

｢

長
歌
一
首
短
歌
六
首｣

(

四
二
〇
一
、
四
二
〇
三
、
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四
二
〇
九
〜
一
〇
、
四
二

二
二
、
四
二
三
一
、
四
二

五
二)

で
あ
り
、
家
持
の
越
中
時
代
を
収
録
し
た
巻
十
八
と
巻
十
九
に
限
ら
れ

る
。久

米
広
縄
歌
に
付
せ
ら
れ
た
題
詞
・
左
注
以
外
に
存
在
す
る
広
縄
関

係
の
題
詞
・
左
注
は
、

①
掾
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
に
、
田
辺
福
麻
呂
に
饗
す
る
宴
の
歌
四
首

(

�
四
〇
五
二
題
詞)

②
四
月
一
日
に
、
掾
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
に
宴
す
る
歌
四
首

(

広
縄
歌
な
し)

(
�
四
〇
六
六
題
詞)

③
国
の
掾
久
米
朝
臣
広
縄
、
天
平
二
十
年
を
以
て
、
朝
集
使
に
付
き

て
京
に
入
る
。
そ
の
事
畢
り
て
、
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
二
十
七

日
、
本
任
に
還
り
至
る
。
仍
り
て
長
官
の
館
に
、
詩
酒
の
宴
を
設

け
て
楽
飲
す
。
こ
こ
に
主
人
守
大
伴
宿
宿
禰
家
持
が
作
る
歌

家

持
歌

(

�
四
一
一
六
題
詞)

④
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
に
宴
す
る
歌
一
首

(

広
縄
歌
な
し)

(

�
四
一
三
七
題
詞)

⑤
二
十
二
日
に
、
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
に
贈
る
霍
公
鳥
を
怨
恨
む
る

歌

(

�
四
二
〇
七
題
詞)

⑥
右
二
首
の
歌
は
、
三
形
沙
弥
、
贈
左
大
臣
藤
原
北
卿
の
語
を
承
け

て
作
り
誦
め
る
な
り
。
こ
れ
を
聞
き
伝
え
た
る
者
は
、
笠
朝
臣
子

君
に
し
て
、
ま
た
後
に
伝
へ
読
む
者
は
、
越
中
国
掾
久
米
朝
臣
広

縄
こ
れ
な
り
。

(

�
四
二
二
八
左
注)

⑦
右
の
一
首
、
伝
誦
す
る
は
掾
久
米
朝
臣
広
縄
な
り
。

(

�
四
二
三
五
左
注)

⑧
右
、
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
、
正
税
帳
を
以
て
、
京
師
に
入
る
べ
し
。

仍
り
て
守
大
伴
宿
禰
家
持
こ
の
歌
を
作
る
。
た
だ
し
、
越
中
の
風

土
に
、
梅
花
柳
絮
三
月
に
し
て
初
め
て
咲
く
の
み

(

�
四
二
三
八
左
注)

⑨

七
月
十
七
日
を
以
て
、
少
納
言
に
遷
任
す
。
仍
り
て
悲
別
の
歌

を
作
り
、
朝
集
使
掾
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
に
贈
貽
る
歌
二
首

既
に
六
載
の
期
に
満
ち
、
忽
ち
に
遷
替
の
運
に
値
ふ
。
こ
こ
に
旧

き
を
別
る
る
悽
し
び
は
、
心
中
に
欝
結
れ
、
�
を
拭
ふ
袖
は
、
何

を
以
て
か
能
く
旱
さ
む
。
因
り
て
悲
歌
二
首
を
作
り
、
式
て
莫
忘

の
志
を
遺
す
。
そ
の
詞
に
曰
く
、

(

�
四
二
四
八
題
詞
・
詩
文)

の
９
例
が
あ
り
、
③
⑧
⑨
で
は
家
持
と
の
深
い
関
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、｢

久
米
朝
臣
広
縄
が
館｣

の
語
が
①
②
④
⑨
の
４
例
あ
る
。
掾
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の
館
を
宴
席
の
会
場
と
し
て
、
多
く
の
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
広
縄
の
作
品
は
多
く
な
い
が
、
宴
の
主
催
者
で
あ
り
作
歌
の
場
の
提

供
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、｢

伝
へ
読
む｣

｢

伝
誦｣

の
語
が
⑥
⑦
の
２
例
あ
り
、
久
米
朝
臣
広
縄
が
伝
誦
し
た
作
品
が
二
首

(

�
四
二
二
七
〜
二
八)

(

�
四
二
三
五)

披
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

広
縄
は
古
歌
に
も
興
味
を
示
し
、
そ
の
古
歌
利
用
に
腐
心
す
る
歌
人
で

あ
っ
た
。
家
持
と
交
友
関
係
を
持
ち
、
文
芸
に
意
欲
的
な
歌
人
で
あ
る
。

三

家
持
帰
京
の
餞
宴
歌
群

で
は
、
家
持
の
越
中
守
時
代
の
最
終
に
配
置
さ
れ
た
、
家
持
の
帰
京

と
関
連
す
る
餞
宴
歌
群
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

家
持
は
、
天
平
十
八

(

七
四
六)

年
に
越
中
国
に
赴
任
し
、
満
五
年

の
歳
月
を
過
ご
し
た
天
平
勝
宝
三

(

七
五
一)

年
に
、
少
納
言
と
し
て

帰
京
す
る
の
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
越
中
国
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
前

日

(

天
平
勝
宝
三
年
八
月
四
日)

の
家
持
は
、

Ａ

七
月
十
七
日
を
以も

ち

て
、
少
納
言

せ
う
な
ふ
ご
ん

に
遷
任
せ
ん
に
ん

す
。
仍よ

り
て
悲ひ

別べ
つ

の

歌
を
作
り
、
朝
集

て
う
じ
ふ

し
使
掾
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
む
ろ
つ
み

に
贈
貽
お
く

る

歌
二
首

既
に
六
載

ろ
く
さ
い

の
期き

に
満
ち
、
忽
た
ち
ま

ち
に
遷
替
せ
ん
た
い

の
運と
き

に
値あ

ふ
。
こ

こ
に
旧
き
を
別
る
る
悽か

な

し
び
は
、
心
中
に
欝
結
む
す
ぼ

れ
、
�
な
み
た

を

拭の
ご

ふ
袖そ
で

は
、
何
を
以も
ち

て
か
能よ

く
旱ほ

さ
む
。
因よ

り
て
悲
歌
二
首

を
作
り
、
式も

ち

て
莫
忘
ば
く
ば
う

の
志
を
遺
す
。
そ
の
詞
に
曰
く
、

あ
ら
た
ま
の

年
の
緒を

長
く

相あ
ひ

見み

て
し

そ
の
心
こ
こ
ろ

引び

き

忘

ら
え
め
や
も

(

�
四
二
四
八)

石い
は

瀬せ

野の

に

秋
萩
あ
き
は
ぎ

凌し
の

ぎ

馬
並な

め
て

初は
つ

鳥と

狩が
り

だ
に

せ
ず
や
別

れ
む

(

�
四
二
四
九)

右
、
八
月
四
日
に
贈
る
。

を
作
品
を
制
作
す
る
。
京
に
赴
き
留
守
で
あ
る
掾
久
米
朝
臣
広
縄
の
館

に
贈
り
置
く
と
言
う
条
件
を
選
択
し
た
家
持
は
、
短
歌
二
首
の
み
で
は

な
く
漢
文
の
序
も
添
え
た
。
題
詞
＋
詩
序
＋
和
歌
の
意
欲
的
な
作
品
を

制
作
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
、
帰
京
に
関
連
す
る
作

品
群
を
挙
げ
る
と
、

Ｂ

便
す
な
は

ち
大
帳

だ
い
ち
や
う

使し

に
付
し
、
八
月
五
日
を
取
り
て
京み
や

師こ

に
入
る

べ
し
。
こ
れ
に
因よ

り
て
四
日
以も
ち

て
、
国
厨
こ
く
ち
う

の
饌ざ
ん

を
介す
け

内
蔵
く
ら
の

伊い

美み

吉き

縄な
は

麻ま

呂ろ

が
館
む
ろ
つ
み

に
設ま

け
て
餞せ
ん

す
。
こ
こ
に
大
伴
宿
禰
家

持
が
作
る
歌
一
首

し
な
ざ
か
る

越こ
し

に
五
年
い
つ
と
せ

住
み
住
み
て

立
ち
別
れ
ま
く

惜を

36



し
き
夕よ
ひ

か
も

(

�
四
二
五
〇)

Ｃ

五
日
平
旦
へ
い
た
ん

に
上
道
み
ち
だ
ち

す
。
仍
り
て
国
司
の
次す

官け

已い

下か

の
諸
僚
し
よ
れ
う

皆

共
に
視み

送お
く

る
。
時
に
射
水
い
み
づ
の

郡
こ
ほ
り
の

大だ
い

領
り
や
う

安
努
あ
の
の

君き
み

広
島
ひ
ろ
し
ま

が
門
前

の
林
中
に
予

あ
ら
か
じ

め
餞
饌
せ
ん
ざ
ん

の
宴
を
設
け
た
り
。
こ
こ
に
大だ
い

帳
ち
や
う

使し

大
伴
宿
禰
家
持
、
内
蔵
く
ら
の

伊い

美み

吉き

縄な
は

麻ま

呂ろ

が
盞
さ
か
づ
き

を
捧さ
さ

ぐ
る

歌
に
和こ

た

ふ
る
一
首

玉
桙

た
ま
ほ
こ

の

道
に
出い

で
立
ち

行
く
我
れ
は

君
が
事こ
と

跡と

を

負お

ひ

て
し
行
か
む

(

�
四
二
五
一)

Ｄ

正
し
や
う

税せ
い

帳
ち
や
う

使し

掾
久
米
朝
臣
広
縄
事
畢を
は

り
任
に
退ま
か

る
。
適
た
ま
さ
か

に

越
前
国
掾
大
伴
宿
禰
池
主
が

館
む
ろ
つ
み

に
偶あ

ひ
、
仍よ

り
て
共
に

飲
楽

い
ん
ら
く

す
。
こ
こ
に
久
米
朝
臣
広
縄
萩は
ぎ

の
花
を
矚み

て
作
る
歌
一

首

君
が
家い

へ

に

植
ゑ
た
る
萩
の

初
花
は
つ
は
な

を

折
り
て
か
ざ
さ
な

旅

別わ
か

る
ど
ち

(

�
四
二
五
二)

Ｅ

大
伴
宿
禰
家
持
が
和
ふ
る
歌
一
首

立
ち
て
居ゐ

て

待
て
ど
待
ち
か
ね

出
で
て
来こ

し

君
に
こ
こ
に

逢あ

ひ

か
ざ
し
つ
る
萩

(

�
四
二
五
三)

と
な
る
。

つ
ま
り
、
家
持
は
天
平
勝
宝
三
年
八
月
の
四
日
に
、
広
縄
の
留
守
の

館
に
漢
文
序
も
添
え
た
精
力
的
な
作
品
を
贈
り
置
き
、
そ
の
四
日
に
、

介
内
蔵
縄
麻
呂
の
餞
宴
に
参
列
し
作
品
を
残
し
た
。
翌
五
日
の
早
朝
に

多
く
の
下
僚
に
見
送
ら
れ
て
旅
立
ち
帰
京
の
徒
に
つ
い
た
。
そ
の
途
中

ま
で
付
き
従
っ
た
下
僚
た
ち
は
更
に
宴
を
開
き
、
そ
こ
で
歌
を
披
露
し

た
縄
麻
呂
に
対
し
て
歌
を
返
し
て
い
る
。
二
日
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ

れ
た
宴
席
で
の
餞
別
作
品
群
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
越
中
か
ら
京
へ
は
十
七
日
の
行
程
、
越
前
か
ら
七
日
の
行

程
で
あ
る
か
ら
、
十
四
日
前
後
に
越
前
国
の
掾
池
主
の
館
に
訪
れ
た
家

持
は
、
偶
然
広
縄
と
邂
逅
し
た
。
三
人
は
池
主
の
館
に
て
と
も
に

｢

飲

楽｣

し
、
偶
然
生
ま
れ
た
交
友
の
好
機
に
餞
別
歌
の
機
能
を
持
つ
Ｄ
Ｅ

の
贈
答
作
品
を
制
作
し
た
。
家
持
作
五
首
と
広
縄
作
一
首
に
よ
る
一
群

で
あ
る
。

こ
の
一
群
の
最
初
は
、
餞
別
の
悲
歌
を
一
方
的
に
贈
り
置
く
家
持
歌

で
あ
る
が
、
開
か
れ
る
べ
き
餞
宴
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
、
一
群
の

総
称
を

｢

帰
京
餞
宴
歌
群｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

四

Ａ
の
悲
歌
と
歌
学

で
は
、
旅
立
ち
の
前
日
に
制
作
し
、
任
に
て
帰
京
し
留
守
と
な
っ
て

37



い
る
掾
広
縄
の
館
に
贈
り
置
い
た
と
い
う
、
特
殊
な
成
立
状
況
を
持
つ

Ａ
の
家
持
作
品
か
ら
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
。

作
品
は
、
宴
席
で
は
な
い
特
殊
な
状
況
を
受
け
て
、
題
詞
と
短
歌
二

首
に
加
え
て
漢
文
序
を
添
え
て
、
意
向
を
伝
え
る
と
い
う
形
式
を
採
っ

て
い
る
。

ま
ず
、
漢
文
の
序
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、｢

欝
結｣

の
語
が
注
目

さ
れ
る
。
憶
良
が
既
に
使
用

(
５
八
六
八)

し
、
家
持
も
愛
用
す
る
語

で
あ
る
。
序
で
は
、｢

旧
き
を
別
る
る
悽か
な

し
び｣

か
ら
起
こ
る
心
中
の

｢

欝
結｣

は
、｢

悲
歌
二
首
を
作
り｣
、
そ
し
て

｢

莫
忘
の
志
を
遺
す｣

こ
と
に
す
る
と
す
る
。
こ
の
悲
歌
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て

｢

欝
結｣

を

除
く
と
す
る
家
持
の
歌
学
に
つ
い
て
は
、
前
記
し
た

｢

大
伴
家
持
の
歌

学
と
作
品
―
春
愁
三
首
の
左
注
と
歌
―｣

で
す
で
に
触
れ
た
こ
と
が
あ

る
。｢

万
葉
の
歌
学｣

の
橋
本
達
雄
説

(

６)

に
従
い
な
が
ら
展
開
し
た
論
で

あ
る
。
そ
れ
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

家
持
の
歌
学
は
、
早
く
天
平
十
一

(

七
三
九)

年
の
亡
妾
悲
傷
歌
群

の
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
亡
妾
悲
傷
歌
群
の
最
後
の
題
詞｢

悲
緒
未
息
、

更
作
歌
五
首｣

に
対
し
て
、
橋
本
は

｢

こ
の
題
詞
は
和
歌
に
よ
っ
て

｢

悲
緒｣

が
終
焉
す
る
ま
で
歌
い
継
ご
う
と
い
う
考
え
の
あ
っ
た
こ
と

を
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
る
。｣

と
し
た
。

天
平
十
三

(

七
四
一)

年
の
恭
仁
京
時
代
に
は
、
弟
書
持
か
ら
ほ
と

と
ぎ
す
を
詠
む
短
歌
二
首
を
贈
ら
れ
、
そ
れ
に
報
え
る
短
歌
三
首
を
制

作
し
た
。
そ
れ
に
は
長
い
題
詞
が
付
せ
ら
れ
、
そ
こ
に

｢

欝
結｣

の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

霍
公
鳥
を
詠
む
歌
二
首

橘
は

常
花
に
も
が

ほ
と
と
ぎ
す

住
む
と
来
鳴
か
ば

聞
か

ぬ
日
な
け
む
か
な

(

�
三
九
〇
九)

玉
に
貫
く

楝
を
家
に

植
ゑ
た
ら
ば

山
ほ
と
と
ぎ
す

離
れ

ず
来
む
か
も

(

�
三
九
一
〇)

右
、
四
月
二
日
に
大
伴
宿
禰
書
持
、
奈
良
の
宅
よ
り
兄
家

持
に
贈
る
。

橙
橘
初
め
て
咲
き
霍
公
鳥
飜
り
嚶
く
。
こ
の
時
候
に
対
ひ
、

�
志
を
暢
べ
ざ
ら
め
や
。
因
り
て
三
首
の
短
歌
を
作
り
、
以

て
欝
結
の
緒
を
散
ら
さ
く
の
み
。

あ
し
ひ
き
の

山
辺
に
居
れ
ば

ほ
と
と
ぎ
す

木
の
間
立
ち
潜

き

鳴
か
ぬ
日
は
な
し

(

�
三
九
一
一)

ほ
と
と
ぎ
す

何
の
心
そ

橘
の

玉
貫
く
月
し

来
鳴
き
と
よ

む
る

(

�
三
九
一
二)

ほ
と
と
ぎ
す

楝
の
枝
に

行
き
て
居
ば

花
は
散
ら
む
な

玉
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と
見
る
ま
で

(

�
三
九
一
三)

右
、
四
月
三
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
、
久
邇
京
よ

り
弟
書
持
に
報
へ
送
る
。

で
あ
る
。
家
持
は
題
詞
の
中
で
、｢

短
歌
を
作
り
、
以
て
欝
結
の
緒
を

散
ら
さ
く
の
み
。｣
と
す
る
。

家
持
の
歌
学
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
り
、
た
と
え

ば
、『

釋
注』

も
、

ち
な
み
に
、
当
面
の
前
文
は
、
歌
は
人
間
の
鬱
情
を
展
べ
て
撥
う

も
の
と
す
る
家
持
の
和
歌
観

(
文
芸
観)

を
文
章
と
し
て
語
り
告

げ
る
最
初
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
文
芸
観
は
、

す
で
に
柿
本
人
麻
呂
や
山
上
憶
良
な
ど
が
自
覚
的
に
所
有
し
て
お

り
、
上
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
や
が
て
大
伴
家
持
へ
と
流
れ
こ

み
、
家
持
と
し
て
は
、
す
で
に
天
平
十
一
年

(

七
三
九)
の
亡
妾

悲
傷
歌

(

３
四
六
二
〜
七
四)

に
そ
の
認
識
を
覗
か
せ
、
今
の
一

文
の
の
ち
は
、
折
々
の
段
階
を
経
て
、
天
平
勝
宝
五
年(

七
五
三)

二
月
、
巻
第
十
九
巻
末
の
い
わ
ゆ
る
絶
唱
三
首(

四
二
九
〇
〜
二)

に
至
っ
て
、
理
論
と
実
践
と
の
完
全
な
融
合
を
見
る
に
至
る
。

と
説
い
て
い
る
。『

釋
注』

の
い
う
絶
唱
三
首
の
有
名
な
左
注

(

�
四

二
九
二)

を
示
せ
ば
、

春
日
遅
々
に
、
�
�
正
に
啼
く
。
悽
惆
の
意
、
歌
に
非
ず
し
て
撥

ひ
難
き
の
み
。
仍
り
て
こ
の
歌
を
作
り
、
式
て
締
緒
を
展
べ
た
り
。

た
だ
し
、(

以
下
略)

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢

悽
惆
の
意
、
歌
に
非
ず
し
て
撥
ひ
難
き
の
み
。｣

と
あ
り
、
家
持
の
歌
学
に
基
づ
く
和
歌
観
が
明
確
に
識
さ
れ
て
い
る
。

結
ぼ
れ
た
心
を
晴
ら
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
歌
で
あ
る
と
す
る
家
持
の

和
歌
観
は
、
旅
人
や
憶
良
の
歌
学
を
継
承
し
、
ま
た
、『

毛
詩』

大
序

や

『

詩
品』

序
の

｢

其
の
一｣

や

『

文
心
雕
竜』

に
見
ら
れ
る
詩
学
か

ら
影
響
も
受
け
、
習
得
し
た
歌
学
と
推
定
さ
れ
る
。

当
該
の
悲
別
を
詠
む
Ａ
の
作
品
全
体
は
、
家
持
が
明
確
に
獲
得
し
て

い
た
歌
学
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、
家
持
は
そ
の
意
図
を
詩
序

の
中
に
籠
め
て
る
こ
と
に
注
意
を
は
ら
う
べ
き
と
考
え
る
。
さ
ら
に
注

目
し
た
い
の
は
、
欝
結
を
も
た
ら
す
原
因
で
あ
る
。
書
持
と
の
贈
答
歌

や
絶
唱
三
首
で
は
、
趣
深
い
時
候
で
あ
っ
た
が
、
当
該
歌
は

｢

旧
き
を

別
る
る
悽
し
び｣

と
い
う
悲
別
の
情
で
あ
り
、
交
友
と
関
わ
る
人
事
で

あ
る
。
家
持
は
時
候
に
対
し
て
用
い
た
歌
学
を
、
歌
友
と
の
別
離
と
い

う
人
事
に
意
欲
的
に
用
い
て
作
品
を
制
作
し
た
と
推
定
す
る
。

で
は
次
に
、
二
首
の
短
歌
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
一
首
目
の

｢

心
引

き｣

の
語
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
記
の

｢

久
米
広
縄
と
そ
の
交
友
―
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｢
ほ
と
と
ぎ
す｣

と

｢

ど
ち｣

を
中
心
に｣

に
て
、｢

ど
ち｣

と
関
連
さ

せ
て
言
及
し
、
そ
こ
で
は
、｢

心
引
き｣

の
語
に
文
雅
を
共
有
す
る
交

友
の
意
が
あ
る
と
し
た
。
集
中
に
二
例
の
み
の
特
殊
な
語
で
、
他
の
一

例
は
、
巻
十
四
の
東
歌(

三
五
三
六)

に
見
ら
れ
る
。
こ
の｢

心
引
き｣

の
語
は
、
後
の
広
縄
の
Ｄ
歌
に
見
ら
れ
る

｢

ど
ち｣

と
と
も
に
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。

二
首
目
を
み
る
と
、｢

石
瀬
野｣

に
て

｢

秋
萩｣

を
押
し
伏
せ
て
そ

の
年
初
め
て
の
鷹
狩
り
を
想
像
し
、
そ
れ
が
実
現
で
き
な
い
ま
ま
に
別

れ
る
悲
し
み
が
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
萩
の
咲
く
石
瀬
野
で
の
鷹

狩
り
の
世
界
は
、
家
持
が
す
で
に
詠
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
平
勝

宝
二
年
三
月
八
日
の

｢

八
日
に
、
白
き
大
鷹
を
詠
む
歌
一
首｣

(

�
四

一
五
四
〜
五
五)

に
、

秋
付
け
ば
萩
咲
き
に
ほ
ふ
石
瀬
野
に
馬
だ
に
行
き
て
を
ち
こ
ち
に

鳥
踏
み
立
て
…
…

と
あ
っ
た
。
家
持
が
秋
に
お
い
て
希
求
す
る
想
像
世
界
で
あ
っ
た
。
こ

の
萩
の
咲
き
乱
れ
る
石
瀬
野
と
鷹
狩
り
の
想
像
世
界
と
同
種
の
世
界
が
、

二
首
目
を
制
作
す
る
お
り
に
も
大
き
く
働
い
て
い
る
と
推
定
す
る
。

ま
た
、
家
持
た
ち
に
と
っ
て
秋
を
象
徴
す
る
花
は
、｢

萩｣

で
あ
っ

た
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
。
広
縄
も
家
持
も
当
該
歌
群
の
中
で
再
び

｢

萩｣

に
注
目
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
越
中
国
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
家
持
は
、
慣
習
的
に
開
か
れ

る
公
的
な
餞
宴
を
前
に
、
任
に
て
当
地
に
い
な
い
歌
友
広
縄
と
の
別
れ

に
際
し
、
館
に
作
品
を
贈
り
置
く
と
い
う
特
殊
な
手
法
を
創
出
し
た
。

そ
し
て
歌
学
に
基
づ
く
漢
文
序
を
作
成
し
、
そ
こ
に
交
友
と
景
を
取
り

入
れ
て
二
首
の
悲
歌
を
加
え
て
一
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に

て
相
手
不
在
の
特
殊
な
帰
京
餞
宴
歌
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五

Ｂ
と
Ｃ
と
の
家
持
歌

で
は
四
日
夕
方
と
五
日
早
朝
の
家
持
作
品
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
す

る
。
題
詞
の

｢

国
厨
こ
く
ち
う

の
饌ざ
ん｣

｢

餞
饌
せ
ん
ざ
ん

の
宴｣

の
語
が
示
す
よ
う
に
、
い

わ
ゆ
る
餞
宴
歌
群
で
あ
る
。

Ｂ
の
家
持
歌
は
、
掾
広
縄
が
居
な
い
越
中
国
庁
に
お
い
て
、
介
内
蔵

伊
美
吉
縄
麻
呂
の
館
で
い
よ
い
よ
翌
日
旅
立
つ
家
持
を
迎
え
て
、
越
中

の
官
人
た
ち
が
集
う
公
的
な
餞
宴
で
披
露
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
上
二

句
の

｢

し
な
ざ
か
る
越
に
五
年｣

の
語
句
は
、
諸
注
が
説
く
よ
う
に
憶

良
の

｢
天
離
あ
ま
ざ
か

る
鄙ひ
な

に
五
年
い
つ
と
せ｣

(

５
八
八
〇)

を
受
け
て
い
る
と
推
察
さ

れ
る
。
憶
良
の

｢

鄙｣

を

｢

越｣

と
置
き
換
え
、
そ
こ
に

｢

住
み
住
み
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て｣

と
詠
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
越
中
国
へ
の
愛
惜
を
強
調
し
て
い

る
。
下
二
句
の

｢

立
ち
別
れ
ま
く
惜
し
き
夕
か
も｣

と
と
も
に
、
任
を

終
え
て
帰
京
す
る
官
人
の
、
典
型
的
で
模
範
的
な
餞
宴
歌
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

Ｃ
の
家
持
歌
は
、
そ
の
翌
日
の
歌
で
あ
る
。
家
持
は
早
朝
に
出
立
し
、

介
の
縄
麻
呂
以
下
の
国
庁
の
下
僚
や
、
諸
郡
の
長
官
で
あ
る
大
領

(

地

元
の
豪
族
か)

た
ち
ら
が
、
別
れ
を
惜
し
み
し
ば
ら
く
の
間
家
持
に
付

き
従
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
射
水
郡
大
領
の
広
島
は
、
越
中
国

府
が
所
在
す
る
郡
の
大
領
で
あ
る
の
で
門
先
に
最
終
の
餞
別
の
宴
を
設

け
た
。
そ
こ
で
詠
出
さ
れ
た
の
が
Ｃ
の
家
持
歌
で
あ
る
。
長
い
題
詞
と

下
二
句
に
特
異
な
表
現
を
持
つ
餞
別
歌
で
あ
る
。

餞
別
歌
の
下
二
句
の

｢

君
が
事
跡
を
負
ひ
て
し
行
か
む｣

の

｢

事
跡

を
負
ひ
て
し｣

の
表
現
は
特
異
な
表
現
で
あ
る
。
早
く
契
沖
の

『

代
匠

記

(

精)』

が
、

事
跡
ハ
行
事
ノ
蹤
迹
ナ
リ
。
旅
ニ
ハ
サ
マ
�
�
ノ
具
ヲ
持
物
ナ
レ

ハ
、
ソ
レ
ニ
ヨ
セ
テ
、
君
カ
功
勞
ノ
事
迹
ヲ
記
シ
オ
ケ
ル
ヲ
負
持

テ
、
都
ヘ
上
リ
テ
具
ニ
申
上
ム
ト
ノ
意
ナ
リ
。(

以
下
略)

と
し
、
従
来
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
契
沖
の
説
に
対
し
て『

釋
注』

は
、

こ
れ
は
、
あ
な
た
方
の
数
々
の
努
力
・
功
績
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

た
、
俗
に
い
え
ば
大
い
に
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
謝
辞
に
す
ぎ
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。(

中
略)

部
下
た
ち
の
多
年
の
労
苦
に
対
す
る
謝
意
を
し
ゃ
れ
て
述
べ
た
表

現
で
は
な
い
か
と
思
う
。
功
績
を
都
で
具
申
し
よ
う
と
い
う
の
で

は
露
骨
に
過
ぎ
、
家
持
ら
し
く
な
い
よ
う
に
思
う
。

と
す
る
。
契
沖
の

『

代
匠
記』

が
、
旅
に
携
帯
す
る
様
々
な
持
ち
物
が

あ
る
よ
う
に
、
功
労
を
記
し
た
書
類
を
持
参
し
、
都
で
具
申
す
る
意
と

捉
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
伊
藤

『

釋
注』

は
そ
れ
で
は
露
骨
に
過
ぎ

る
と
し
、｢

謝
意
を
し
ゃ
れ
て
述
べ
た
表
現
で
は
な
い
か｣

と
し
た
。

そ
の

｢

し
ゃ
れ
て
述
べ
た
表
現｣

に
目
を
向
け
る
と
き
、
注
意
し
た
の

は
、
家
持
の
作
品
の
幅
の
広
さ
で
あ
る
。
若
き
家
持
は
、

�
す
�
す
も

生
け
ら
ば
あ
ら
む
を

は
た
や
は
た

鰻
を
捕
る

と

川
に
流
る
な

(

�
三
八
五
四)

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
戯
笑
歌
を
作
成
し
、
越
中
守
時
代
の
家
持
は
坂
上

郎
女
と
の
相
聞
歌
贈
答
に
お
い
て
、

姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
越
中
守
大
伴
宿
禰
家
持
に
来
贈
せ
た

る
歌
二
首

常
人
の

恋
ふ
と
い
ふ
よ
り
は

余
り
に
て

我
れ
は
死
ぬ
べ
く
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な
り
に
た
ら
ず
や

(

�
四
〇
八
〇)

片
思
ひ
を

馬
に
ふ
つ
ま
に

負
ほ
せ
持
て

越
辺
に
遣
ら
ば

人
か
た
は
む
か
も

(

�
四
〇
八
一)

越
中
守
大
伴
宿
禰
家
持
が
報
ふ
る
歌
と
所
心
と
三
首

(

内
二

首)

天
離
る

鄙
の
奴
に

天
人
し

か
く
恋
す
ら
ば

生
け
る
験
あ

り

(

�
四
〇
八
二)

常
の
恋

い
ま
だ
止
ま
ぬ
に

都
よ
り

馬
に
恋
来
ば

荷
な
ひ

堪
へ
む
か
も

(

�
四
〇
八
三)

の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
相
聞
歌
の
世
界
で
戯
笑
の
表
現

を
利
用
し
て
、
二
人
の
親
愛
の
情
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は

｢

片

思
ひ
を
馬
に
ふ
つ
ま
に
負
ほ
せ
持
て｣

と
Ｃ
歌
の｢
負
ひ
て
し
行
か
む｣

に
類
似
す
る
語
句
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
家
持
を
想
起
す

る
と
き
、『

釋
注』

の

｢

し
ゃ
れ
て
述
べ
た
表
現｣

を
越
え
た
、
家
持

の
文
芸
的
な
意
図
が
推
察
さ
れ
る
。

家
持
は
、
あ
え
て
功
績
を
都
で
具
申
し
よ
う
と
い
う
露
骨
な
表
現
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
戯
笑
の
世
界
を
呼
び
込
み
、
最
終
の
餞
宴
に
参

加
し
た
人
々
の
惜
別
の
情
に
対
し
、
笑
い
を
籠
め
て
明
る
く
応
じ
た
の

で
は
な
い
か
。
旅
立
つ
前
日
の
公
的
な
餞
宴
で
は
典
型
的
な
餞
宴
歌
を

詠
出
し
、
早
朝
出
発
し
た
道
中
で
は
、
斬
新
さ
を
加
味
し
た
新
餞
宴
歌

を
詠
出
し
て
い
る
と
捉
え
た
い
。

今
一
つ
注
意
し
た
の
は
、
Ｃ
歌
の
詠
出
し
た
歌
に
付
せ
ら
れ
た
長
文

の
題
詞
で
あ
る
。
Ｃ
歌
の
題
詞
は
、
一
般
の
題
詞
と
異
な
り
家
持
が
詠

出
に
い
た
る
具
体
的
な
状
況
が
、｢

平
旦｣

｢

射
水
郡
大
領
安
努
君
広
島

が
門
前
の
林
中
に
予
め
餞
饌
の
宴
を
設
け
た
り｣

｢

伊
美
吉
縄
麻
呂
が

盞
を
捧
ぐ
る
歌
に
和
ふ
る｣

の
語
句
を
用
い
て
、
時
間
・
場
所
・
状
況
・

動
作
な
ど
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
早
朝
に
別
れ
を
惜
し

む
多
く
の
人
々
と
旅
立
っ
た
家
持
は
、
大
領
広
島
の
門
前
ま
で
至
る
と
、

林
中
に
最
終
の
餞
宴
が
設
営
さ
れ
て
い
た
。
餞
宴
が
始
ま
り
見
送
る
人
々

を
代
表
し
介
の
縄
麻
呂
が
、
家
持
に
盞
を
捧
げ
な
が
ら
歌
を
披
露
し
た
。

そ
れ
に
和
し
て
家
持
が
詠
出
し
た
と
伝
え
る
の
で
あ
る
。
餞
宴
で
の
和

ら
い
だ
様
子
が
動
画
を
見
る
よ
う
に
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
、
歌
を
披
露
し
た
後
の
歌
稿
筆
録
に
お
い
て
そ
の
題
詞
に
腐
心
す

る
家
持
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
文
字
で
記
る
さ
れ
た
作
品
を
享
受
す
る

者
を
意
識
し
た
、
文
芸
的
な
題
詞
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｂ
歌
は
模
範
的
な
餞
宴
歌
を
、
Ｃ
歌
は
歌
内
容
も
題
詞
も
意
匠
を
尽

く
し
た
作
品
と
捉
え
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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六

Ｄ
Ｅ
歌
の

｢

ど
ち｣

で
は
、
そ
の
後
の
Ｄ
Ｅ
の
広
縄
と
家
持
に
よ
る
、
越
前
国
の
池
主
の

館
に
て
生
ま
れ
た
贈
答
歌
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

掾
久
米
広
縄
は
、
正
税
帳
使
の
任
を
終
え
て
任
地
の
越
中
国
に
帰
る

途
中
に
越
前
の
掾
池
主
の
館
に
寄
っ
た
。
家
持
は
、
少
納
言
・
大
帳
使

と
し
て
越
中
国
の
守
の
任
を
終
え
て
都
に
向
か
い
、
や
は
り
越
前
の
池

主
の
館
に
寄
っ
た
。『

私
注

(

土
屋)』
は

｢

あ
ら
か
じ
め
の
打
合
も
あ

つ
た
の
だ
ろ
う｣

と
す
る
が
、
Ｅ
の
家
持
歌
を
み
る
と
偶
然
性
も
否
定

で
き
な
い
。
こ
の
邂
逅
に
、
家
持
、
池
主
、
広
縄
の
三
人
が
と
も
に
喜

び
、｢

飲
楽｣

し
た
と
き
の
贈
答
二
首
で
あ
る
。

特
に
、
家
持
は
越
中
国
を
離
れ
る
に
際
し
、
広
縄
の
留
守
宅
に
Ａ
の

悲
歌
を
残
し
て
き
た
。
そ
の
歌
友
と
の
再
会
は
特
別
の
感
情
が
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
餞
宴
歌
二
首
に
対
し
て

『

釋
注』

は
、

池
主
の
歌
は
な
い
け
れ
ど
も
、｢

君
が
家
に
植
え
た
る
萩
の
初
花｣

の

｢

君｣

は
む
ろ
ん
池
主
を
さ
す
も
の
で
、
上
三
句
に
は

｢

萩
も

初
花｣

に
主
人
の
丹
精
・
風
流
を
ほ
め
る
心
が
あ
り
、
一
首
に
は

池
主
と
い
う
人
間
も
躍
動
し
て
い
る
。
結
句
の

｢

旅
別
る
ど
ち｣

も
、
越
前
に
残
る
者
、
都
へ
旅
立
つ
者
、
越
中
へ
向
か
う
者
、
そ

の
三
人
が
別
れ
別
れ
に
な
る
こ
と
を
い
う
も
の
。
散
り
散
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
今
こ
そ
ひ
た
す
ら
心
を
尽
く
さ
む
か
な
と

い
う
の
で
あ
る
。
広
縄
の
歌
は
合
わ
せ
て
九
首(

う
ち
長
歌
一
首)

中
で
、
広
縄
と
い
う
、
家
持
の
こ
よ
な
き
信
望
を
得
た
人
物
も
、

こ
の
歌
を
も
っ
て
、『

万
葉
集』

か
ら
姿
を
消
す
。

と
説
い
て
い
る
。

広
縄
の

｢

君
が
家
に
植
え
た
る
萩
の
初
花｣

の

｢

君
が
家｣

や

｢

植

え
た
る
萩
の
初
花｣

に
は
、『

釋
注』

が
述
べ
る
よ
う
に
、
風
流
を
愛

す
る
池
主
へ
の
広
縄
の
並
々
な
ら
ぬ
配
慮
が
あ
り
、
ま
た
、
松
田
説
の

よ
う
に
中
国
詩
文
の
交
友
詩
か
ら
の
受
容
に
よ
る
季
節
の
風
物
と
し
て

の
萩
の
利
用
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、｢

旅
別
る
ど
ち｣

の

｢

ど
ち｣

の
語
は
、『

釋
注』

が
説
く
以

上
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の

｢

ど
ち｣

に
つ

い
て
は
、｢

久
米
広
縄
と
そ
の
交
友
―

｢

ほ
と
と
ぎ
す｣

と

｢

ど
ち｣

を
中
心
に
―｣

に
て
、
広
縄
の
越
中
国
で
の
文
芸
活
動
の
中
で
す
で
に

言
及
し
た
の
で
、
要
約
を
紹
介
す
る
。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
家
持
と
広
縄
と
の
贈
答
歌

(

�
四
二
〇
七
〜
八
・
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�
四
二
〇
九
〜
一
〇)

｢

ほ
と
と
ぎ
す｣

に
注
目
し
、
二
人
に
と
っ
て

｢
ほ
と
と
ぎ
す｣

は
詩
的
感
興
が
湧
き
起
こ
す
特
別
な
鳥
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の

｢

ほ
と
と
ぎ
す｣

歌
を
贈
答
す
る
こ
と
に
よ
り
同
じ

文
芸
の
世
界
を
共
有
し
、
中
国
文
学
の
交
友
詩
と
対
峙
す
る
交
友
歌
を

制
作
し
て
い
る
と
論
じ
た
。

次
に
、
当
該
歌
群
Ａ
歌
の

｢

心
引
き｣

と
Ｄ
歌
の
結
句

｢

旅
別
る
ど

ち｣

に
言
及
し
た
。
ご
厚
情
の
意
を
持
つ

｢

心
引
き｣

の
語
に
は
、
さ

ら
に
文
雅
を
共
有
す
る
歌
友
の
と
し
て
の
ご
厚
情
の
意
が
含
ま
れ
て
い

る
と
し
、｢

旅
別
る
ど
ち｣

の

｢

ど
ち｣
の
語
に
も
、『

古
義』

な
ど
が

説
く

｢

俗
に
同
志
と
い
ふ
意
な
り｣

を
越
え
て
、
辰
巳
・
池
田

(

７)

が
説
く

よ
う
に
、
六
朝
文
学
の
交
友
詩
を
意
識
し
そ
れ
を
背
景
に
、
独
自
な
作

品
を
制
作
享
受
し
共
有
す
る
す
る
同
志
の
意
が
存
在
し
て
い
る
と
し
た
。

｢

ど
ち｣

の
語
は
家
持
が
多
用
す
る

｢

思
ふ
ど
ち｣

の
語
の
類
語
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
立
状
況
は
家
持
と
池
主
が
盛
ん
に
文
芸
交
流
し

た
天
平
十
九
年
三
月
に
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
三
月
二
日
に
池
主

は
家
持
に
作
品
に
添
え
て
漢
文
の
書
簡

(

�
三
九
六
七)

を
贈
り
、
そ

こ
に
君
子
の
交
わ
り
の
意
を
持
つ

｢

淡
交｣

｢

蘭
�｣

漢
語
を
用
い
た
。

翌
三
日
、
そ
の
池
主
の
漢
語
の
意
を
理
解
し
た
家
持
は
、｢

更
贈
歌｣

(

�
三
九
六
九)

の
作
品
に
て
、
倭
語
の

｢

思
ふ
ど
ち｣

の
語
を
用
い

て
漢
語
の
意
に
応
じ
て
お
り
、
こ
こ
に
意
味
深
い
語
が
誕
生
し
た
と
説

い
た
。

こ
の
様
に

｢

思
ふ
ど
ち｣

を
捉
え
、
関
連
す
る

｢

旅
別
る
ど
ち｣

に

注
目
す
る
と
き
、
こ
の
語
を
用
い
た
広
縄
の
意
図
が
推
察
さ
れ
る
。
広

縄
は
、
家
持
と
池
主
と
の
間
で
生
ま
れ
た

｢

思
ふ
ど
ち｣

を
継
承
し
、

家
持
と
池
主
の
三
人
が
邂
逅
し
た
こ
の
当
該
の
飲
楽
の
場
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
意
識
的
に

｢

ど
ち｣

の
語
を
用
い
、
中
国
文
学
に
対
峙
し
た
越

中
文
芸
を
共
有
す
る

｢

仲
間｣

の
意
味
を
加
え
た
と
推
定
す
る
。
つ
ま

り
、
当
該
歌
は
、
こ
れ
ま
で
三
者
に
よ
っ
て
育
ん
で
き
た
越
中
国
文
芸

を
共
有
す
る
同
志
の
意
を
深
く
籠
め
た
作
品
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
贈
答
歌
Ｄ
Ｅ
の
広
縄
歌
と
家
持
歌
に
は｢

君｣

の
語
が
あ
る
。

特
に
Ｅ
の
家
持
歌
の

｢

君
に
こ
こ
に
逢
い｣

の
語
は
、
三
者
の
強
い
結

び
つ
き
を
し
め
す
働
き
を
担
っ
て
い
る
と
推
察
す
る
。
Ｄ
の
広
縄
歌
の

｢

君｣

は
池
主
を
指
し
、
Ｅ
の
家
持
歌
の

｢

君｣

は
当
然
広
縄
を
指
す

が
、
そ
の
広
縄
は
池
主
の
館
に
居
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
縄
の
Ｄ

歌
に
は

『

釋
注』

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

君
が
家
に
植
え
た
る
萩
の

初
花｣

と
あ
り
、｢

主
人
の
丹
精
・
風
流
を
ほ
め
る
心
が
あ
り
、
一
首

に
は
池
主
と
い
う
人
間
も
躍
動
し
て
い
る
。｣

こ
と
に
な
る
。
贈
答
歌

は
三
者
の
存
在
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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両
首
は
広
縄
と
家
持
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
池
主
の
存

在
が
明
確
に
存
在
し
、
歌
友
三
者
の
仲
間
が
集
い
文
芸
に
遊
ぶ
様
子
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

七

Ｄ
Ｅ
歌
の

｢

萩｣

ま
ず
、
こ
の
広
縄
と
家
持
と
の
贈
答
歌
は
秋
の
代
表
的
な
風
物
で
あ

る

｢

萩｣

を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
中
国
詩
文

の
影
響
が
あ
ろ
う
。
松
田
論
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
中
国
詩
文
で
は
餞

宴
に
お
い
て
季
節
の
風
物
を
共
有
し
交
友
の
情
を
尽
く
す
作
品
が
多
く

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

秋
の
風
物
の
中
で

｢

萩｣

を
選
び
取
っ
て
い
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

み
る
。
越
前
国
掾
の
大
伴
池
主
の
館
に
立
ち
寄
っ
た
広
縄
は
、
館
の
主

人
池
主
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
萩
が
美
し
く
咲
き
始
め
た
様
子
に
心
惹

か
れ
、
萩
の
初
花
を
中
軸
に
置
い
て
Ｄ
歌
を
詠
出
し
て
い
る
。
広
縄
は
、

家
持
と
と
も
に

｢

ほ
と
ぎ
す｣

歌
を
多
く
残
し
て
い
る
が
、
花
に
も
詩

的
感
興
を
示
し
、｢

藤｣
(

�
四
二
〇
一)

や

｢

ナ
デ
シ
コ｣

(

�
四
二

三
一)

を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
趣
向
に
不
自
然
さ
は
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の
広
縄
が

｢

萩｣

に
執
着
す
る
契
機
と
し
て
、
池
主
の

館
に
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
以
外
に
注
目
し
た
い
こ
と
が
今
一
つ
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
Ａ
〜
Ｅ
の
帰
京
餞
宴
歌
群
の
最
初
に

位
置
す
る
、
広
縄
の
館
に
贈
り
置
い
た
家
持
の
Ａ
歌
二
首

(

�
四
二
四

八
・
四
九)

の
二
首
目
に
は
、｢

石
瀬
野
に
秋
萩
凌
ぎ｣

と

｢

萩｣

の

語
が
存
在
し
、
萩
の
咲
き
乱
れ
る
秋
景
が
鷹
狩
り
の
様
子
と
と
も
に
詠

出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
家
持
歌
は
、
広
縄
の
留
守
宅
に
贈
り
置
か
れ
て
お
り
、
広
縄
は

こ
の
作
品
の
世
界
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

家
持
と
広
縄
は
運
良
く
池
主
の
館
で
邂
逅
し
た
の
で
あ
る
。
家
持
は
贈

り
置
い
た
広
縄
へ
の
悲
別
作
品
を
、
思
い
が
け
な
い
こ
の
幸
運
な
機
会

に
披
露
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『

釋
注』

は
、

こ
の
場
合
、
池
主
館
に
お
い
て
、
か
の
文
章
や
歌
を
留
守
宅
に
贈

り
貽の

こ

し
て
き
た
こ
と
を
家
持
が
広
縄
に
告
げ
た
か
ど
う
か
。
歌
に

｢

立
ち
て
居
て
待
て
ど
待
ち
か
ね
出
で
て
来
し｣

と
う
た
っ
て
意

は
つ
く
し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
か
っ
た
と
考
え
た

い
。
し
か
し
、
真
相
は
不
明
。

と
説
き
、
披
露
し
な
い
方
向
に
傾
い
て
い
る
。

『

釋
注』
は
、｢

意
は
つ
く
し
て
い
る｣

と
し
、
歌
を
再
び
披
露
を
し

な
か
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の

｢

立
ち
て
居
て
待
て
ど
待
ち
か
ね
出
で
て
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来
し｣

の
表
現
は
、
悲
歌
と
そ
の
贈
り
置
か
れ
た
背
景
が
披
露
さ
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
の
表
現
と
捉
え
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
広
縄
は
Ｄ
歌
で
池
主
を

｢

君｣

と
詠
出
し
、
家

持
は
和
す
る
Ｅ
歌
で
、｢

君
に
こ
こ
に
逢
ひ｣

と

｢

こ
こ
に｣

の
語
を

加
え
て
、
広
縄
と
と
も
に
池
主
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
、
三
者
の
歌
友

と
し
て
の
交
流
を
背
後
に
置
い
て
詠
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
贈

答
歌
の
享
受
者
は
も
ち
ろ
ん
当
人
同
士
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
館
の
主

人
池
主
も
意
識
的
に
加
え
ら
れ
、
三
者
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。

こ
の
宴
以
後
、
越
中
の
掾
の
館
に
帰
り
家
持
の
贈
り
置
い
た
作
品
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
広
縄
は
別
と
し
て
、
越
前
国
に
居
住
し
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
歌
友
池
主
は
、
今
後
そ
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
。
家
持
は

｢

共
に
飲
楽｣

す
る
歌
友
池
主
を
前
に
、
贈
り
置
い
た
悲

歌
作
品
を
披
露
し
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
家
持
は
贈
り
置
い
た
以

前
の
悲
歌
を
、
池
主
と
広
縄
の
前
で
披
露
し
、
三
者
で
と
も
に
そ
の
作

品
世
界
を
楽
し
み
飲
楽
し
た
と
推
察
す
る
。

こ
の
様
な
背
景
を
考
え
る
と
き
、
館
に
贈
り
置
い
た
作
品
中
の｢

萩｣

は
三
者
の
共
有
す
る
花
と
な
っ
た
推
察
す
る
。
そ
し
て
そ
の

｢

萩｣

と

目
前
の

｢

萩｣

が
契
機
と
な
り
、
Ｄ
Ｅ
の
贈
答
歌
が
完
成
し
た
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
こ
で
の

｢

萩｣

は
、
場
所
を
野
か
ら
館
の
庭
に
移
し
、
姿

を

｢

初
花｣

と
変
え
て
再
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
贈
答
歌
二
首
に
は

｢

折
り
て
か
ざ
さ
な｣

｢

か
ざ
し
つ
る
萩｣

と
あ
っ
て
、
萩
を
挿
頭
に
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
た
ん
に
初
花
を
賞
美
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
折
り
取
っ
て
髪
に

挿
し
花
飾
り
に
し
よ
う
と
詠
ん
で
い
る
。
花
や
木
を
髪
に
挿
す
こ
と
の

本
来
の
目
的
は
、
感
染
呪
術

(

８)

に
よ
っ
て
生
命
力
を
得
て
幸
い
を
願
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
呪
術
性
は
薄
れ
装
飾
の
機
能
が
中
心
と
な
っ

た
。
こ
こ
も
三
者
の
邂
逅
を
喜
ぶ
宴
席
に
お
い
て
行
わ
れ
た
行
為
で
あ

る
。
交
友
の
飲
楽
す
る
集
い
に
て
、
池
主
の
丹
精
込
め
て
育
て
た
萩
を

折
り
取
っ
て
、
風
流
な
装
飾
品
と
し
て
髪
に
挿
し
、
と
も
に
風
雅
の
楽

し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
な
る
が
、
同
種
の
歌

が
家
持
に
、

秋
風
の

末す
ゑ

吹
き
な
び
く

萩は
ぎ

の
花

共
に
か
ざ
さ
ず

相あ
ひ

か
別

れ
む

(

�
四
五
一
五)

と
あ
る
。

ま
た
、
歌
群
全
体
の
構
成
に
目
を
向
け
る
と
、｢

萩｣

の
存
在
は
さ

ら
に
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
歌
か
ら
Ｄ
Ｅ
歌
ま
で
の
帰
京
餞
宴
歌

群
で
は
、｢
萩｣
が
初
め
と
終
わ
り
に
存
在
し
、
そ
れ
が
一
体
性
を
示
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し
て
帰
京
餞
宴
歌
群
と
し
て
主
張
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

八

歌
群
の
ゆ
く
え

本
稿
で
は
、
餞
宴
に
視
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
帰
京
餞
宴
歌

群
で
区
切
り
と
な
る
が
、
帰
京
と
い
う
視
点
で
は
、
以
後
に
、

京
に
向
か
ふ
路
の
上
に
し
て
、
興
に
依
り
て
予
め
作
る
侍
宴
応
詔

の
歌
一
首
并
短
歌

(

�
四
二
五
四
・
五
五)

左
大
臣
橘
卿
を
寿
か
む
た
め
に
予
め
作
る
歌
一
首(

�
四
二
五
六)

の
家
持
の
特
異
な
依
興
歌
と
予
作
歌
と
が
あ
る
。
家
持
は
都
ま
で
の
途

次
に
て
、
天
皇
と
諸
兄
を
視
野
に
歌
を
順
次
制
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

｢

侍
宴
応
詔
の
歌｣

は
、
こ
の
時
点
で
は
譲
位
し
て
い
た
が
聖
武
天
皇

を
意
識
し
て
作
歌
し
、｢

左
大
臣
橘
卿
を
寿
か
む
た
め
に
予
め
作
る
歌｣

は
、
諸
兄
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『

釋
注
�』

は
、
家
持
の
帰
京
に
視
点
の
中
心
を
置
き
、

事
に
関
連
し
て
筆
者
は
思
う
。｢

遷
替
の
運｣

に
応
じ
て
広
縄
の

館
に
残
し
た

｢

莫
忘
ば
く
ば
う

の
志｣

の
歌

(

四
二
四
八
〜
九)

以
下
、
次

の
橘
諸
兄
に
対
す
る
寿
歌

(

四
二
五
六)

ま
で
の
九
首
は
、
帰
京

直
後
に
家
持
が
整
理
し
、
諸
兄
の
許
に
挨
拶
に
参
上
し
た
時
に
、

帰
任
報
告
の
と
り
あ
え
ず
の
し
る
し
と
し
て
諸
兄
に
献
上
し
た
の

で
は
な
い
か
と
。

と
、
当
該
の
帰
京
餞
宴
歌
群
に
依
興
歌
と
予
作
歌
と
を
加
え
て
考
察
し
、

Ａ
歌
か
ら
こ
の
依
興
歌
と
予
作
歌
ま
で
の
一
連
を
、
帰
京
関
連
歌
群
と

捉
え
、
諸
兄
に
献
上
し
た
と
す
る
。｢

筆
者
は
思
う
。｣

の
語
が
記
さ
れ

る
さ
れ
る
よ
う
に
推
論
で
あ
る
が
、
諸
兄
に
献
上
し
た
可
能
性
は
あ
ろ

う
。た

だ
し
、
依
興
歌
と
予
作
歌
は
餞
宴
歌
で
は
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
家
持
は
第
一
段
階
で
は
帰
京
に
関
わ
る
餞
宴
歌
群
を
制
作
し
、
次

の
第
二
段
階
で
は
帰
京
途
次
の
帰
京
関
連
歌
を
詠
出
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
帰
京
関
連
で
は
あ
る
が
詠
出
さ
れ
る
場
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
前
記
し
た
家
持
の
歌
群
と
編
集
に
論
究
す
る
山
�
は
、

｢

越
中
時
代
の
歌
群｣

に
お
い
て
、
帰
京
時
の
歌
群
を
本
稿
と
同
じ
く
、

広
縄
と
家
持
と
の
Ｄ
Ｅ
の
贈
答
歌
ま
で
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

末
四
巻
が
現
在
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
る
以
前
の
あ
る
段
階
に
お
い
て
、

当
該
歌
群
や
依
興
歌
・
予
作
歌
が
諸
兄
に
献
上
さ
れ
た
と
の
想
定
も
認

め
ら
れ
る
が
、
一
方
、
家
持
の
越
中
守
時
代
ま
た
越
中
歌
壇
を
意
識
し
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て
末
四
巻
を
眺
め
る
と
き
、
越
中
歌
壇
の
家
持
と
そ
の
歌
友
た
ち
が
、

訪
れ
た
惜
別
を
胸
に
越
中
歌
壇
の
最
後
の
ま
と
め
と
し
て
制
作
し
た
と

推
定
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
最
終
歌
群
で
あ
る
と
推
定
す
る
。

九

お
わ
り
に

現
在
の

『

万
葉
集』

は
、
家
持
の
越
中
守
時
代
に
詠
出
さ
れ
た
多
く

の
歌
に
対
し
て
、
初
め
も
終
わ
り
も
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。
大
伴
坂

上
郎
女
が
家
持
に
贈
っ
た
二
首

(

�
二
九
二
七
〜
二
八)

に
て
漠
然
と

始
ま
り
、
池
主
た
ち
の
宴
席
歌
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
終
わ
り
も
同
様

で
あ
り
、
当
該
の
帰
京
餞
宴
歌
群
に
て
越
中
守
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ

る
の
で
あ
る
が
、
述
べ
た
よ
う
に
越
中
国
で
な
く
京
を
意
識
し
た
依
興

歌
と
予
作
歌
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
越
中
に
居
住
し
そ
の
風
土
の
中
で
生
き
た
家
持
た
ち
に
お

い
て
は
、
明
確
に
越
中
守
時
代
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
時
代
意
識
に

立
つ
と
き
、
当
該
の
帰
京
餞
宴
歌
群
は
最
終
歌
群
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
最
終
の
帰
京
餞
宴
歌
群
の

Ａ
歌
か
ら
Ｄ
Ｅ
歌
ま
で
の
有
り
様
を
具
体
的
み
て
き
た
。

Ａ
の
悲
別
歌
で
は
、
留
守
宅
に
贈
り
置
く
と
い
う
特
殊
な
作
品
披
露

の
形
態
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
品
で
は
漢
文
序
に
家
持
の
歌

学
が
示
さ
れ
、｢

心
引
き｣

の
語
を
用
い
て
歌
友
と
の
年
月
を
振
り
返

り
、
希
求
す
る
秋
萩
の
咲
き
乱
れ
る
石
瀬
野
で
の
鷹
狩
り
を
描
い
て
悲

別
歌
と
し
て
い
た
。

Ｂ
Ｃ
は
、
旅
立
ち
当
日
の
公
的
な
餞
別
の
宴
席
歌
で
あ
る
。
そ
の
宴

に
お
い
て
家
持
は
ま
ず
Ｂ
歌
に
て
典
型
的
な
餞
別
歌
を
詠
出
す
る
。
続

い
て
Ｃ
歌
で
は

｢

君
が
事
跡
を
負
ひ
て
し
行
か
む｣

の
語
を
用
い
て
、

戯
笑
の
世
界
を
加
え
、
惜
別
の
悲
し
み
の
中
に
あ
っ
た
官
人
た
ち
に
笑

い
が
持
ち
込
ま
れ
た
新
餞
宴
歌
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
歌

稿
の
記
載
に
あ
っ
て
付
せ
ら
れ
た
題
詞
に
、
こ
ま
や
か
な
餞
宴
状
況
が

文
芸
的
に
記
さ
れ
た
新
作
品
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
。

Ｄ
Ｅ
の
広
縄
と
家
持
の
贈
答
歌
で
は
、｢

ど
ち｣

と

｢

萩｣

の
言
及

に
力
点
を
置
い
た
。｢

ど
ち｣

と
表
現
す
る
背
景
に
は
、
家
持
と
広
縄

そ
し
て
池
主
の
三
者
で
育
ん
で
き
た
中
国
詩
文
に
対
峙
す
る
越
中
文
芸
、

そ
れ
を
共
有
す
る
仲
間
の
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
Ｄ

の
｢

萩｣

の
語
は
、
Ａ
の
家
持
歌
が
詠
出
し
た
石
瀬
野
に
咲
き
乱
れ
る

萩
の
秋
景
が
広
縄
に
残
影
と
し
て
残
り
、
そ
こ
に
池
主
の
館
の
咲
き
始

め
た
萩
を
見
つ
け
、
中
国
詩
文
の
交
友
詩
の
影
響
も
受
け
て
家
持
へ
の

贈
歌
と
し
た
。
そ
れ
に
和
す
る
家
持
も
、
そ
の
萩
を
髪
に
挿
し
と
も
に
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風
雅
を
楽
し
く
共
有
す
る
交
友
の
様
子
を
詠
出
し
て
応
じ
、
中
国
詩
文

に
対
峙
し
た
越
中
歌
壇
を
閉
じ
て
い
る
と
し
た
。

以
上
、
当
該
歌
群
は
集
中
に
多
く
あ
る
餞
宴
歌
群
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
歌
の
制
作
状
況
や
歌
の
形
態
、
詠
出
内
容
に
は
、
ひ
と
き
わ
工
夫

が
加
え
ら
れ
多
彩
に
詠
出
さ
れ
た
歌
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
作
品
群
で
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
。
巻
十
九
の
編
纂
以
前
の
あ
る
段
階
に
お
い
て
、
家

持
や
広
縄
の
意
識
の
中
に
越
中
守
時
代
の
越
中
歌
壇
の
最
終
歌
と
し
て

制
作
す
る
自
覚
が
あ
り
、
家
持
に
は
そ
れ
を
最
終
餞
宴
歌
群
と
し
て
ま

と
め
上
げ
る
意
図
が
存
在
し
た
と
推
察
す
る
。

注

(

１)
｢

久
米
広
縄
と
そ
の
交
友
―

｢

ほ
と
と
ぎ
す｣
と

｢
ど
ち｣

を
中
心

に
―｣

『

美
夫
君
志
論
攷

(

加
藤
静
雄
先
生
古
稀
記
念
論
文
集』

お
う

ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
。

(

２)
｢

大
伴
家
持
の
歌
学
と
作
品
―
春
愁
三
首
の
左
注
と
歌
―｣

『
中
京
大

学
上
代
文
学
論
究
�』

、
二
〇
〇
四
年
三
月
。

(

３)

山
�
健
司

『

大
伴
家
持
の
歌
群
と
編
纂』

｢

越
中
時
代
の
歌
群

(

巻

第
十
七
か
ら
第
十
九
の
歌
群)｣

塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
一
月
。

(

４)

松
田
聡

『

家
持
歌
日
記
の
研
究』

｢

万
葉
集
の
餞
宴
の
歌
―
家
持
送

別
の
宴
を
中
心
と
し
て
―｣

塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
。

(

５)

廣
岡
義
隆

｢

久
米
廣
縄
慰
労
の
家
持
預
作
歌
に
つ
い
て
―
遡
る
時
と

景
物
の
表
現
―｣

『

三
重
大
学
日
本
語
文
学』

第
一
一
号
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
や
、
各
注
釈
書
な
ど
。

(

６)

橋
本
達
雄

『

大
伴
家
持
作
品
論
攷』

｢

万
葉
の
歌
学｣

塙
書
房
、
一

九
八
五
年
一
一
月
。

(

７)

辰
巳
正
明

｢

交
友
の
詩
学｣

『

万
葉
集
と
比
較
詩
学』

お
う
ふ
う
、

一
九
九
七
年
四
月
、
池
田
三
枝
子

｢

家
持
・
池
主
の
交
友
観｣

『

古
代

文
学』

�
、
一
九
九
八
年
三
月
。

(

８)

下
田
忠『

万
葉
の
花
鳥
風
月

古
代
精
神
史
の
一
側
面』

お
う
ふ
う
、

二
〇
〇
三
、
一
〇
。
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